
	

NU-EMI 受講者の声	
	 〜2019Fall 受講生からのアドバイス	〜	

	

＜受講を終えて＞	

	

Introductory	Microeconomics	I,	Maria	Martin-Rodriguez	受講者：	

G30 の学生のチューターと仲良くなることができて、海外の大学の授業を受講しているみたいで	

新鮮だった。専門用語の英語を理解することが始めは難しかったが、授業を聞いて何回も繰り返し

聴くことによって、なんとなく意味もわかってくるようになるので最初は確かに大変かもしれない

けど、継続して受講を続けることが大切であると思う。	

大学でこのような制度があるのも珍しく、支援も手厚いのでこの機会を最大限に活用して将来の視

野を日本国内だけではなく世界までに広げるきっかけになるのではないかと考えるので迷ってい

たらまずは挑戦してみることがオススメ。	

	

Physical	Chemistry	I,	Peter	Butko	受講者：	

	

	

	

	

	

Fundamentals	of	Physics	I,	See	Kit	Foong	受講者：	

・日本では高校の物理基礎〜物理で学ぶ単元の講義です。高校で物理を選択していなかった方でも	

ついていけると思います。			

・デジタルの教科書を購入するため 4000 円程度の費用がかかります。			

・ウェブ上で毎週課題をこなす方式です。		

・授業内外を問わず質問しやすい雰囲気です。			

・授業が本格的に始まる前に、数学・物理基礎に関わる基本的な英語表現を確認しておくとよいと思

います。（たとえば「外積」「運動量」など）					

（たしか先生が転勤なさって今年からは違う先生になるはずです。授業システムが変わるかもしれま

せん）	

	

	

International	Communication,		Yasuhiro	DOI,	Natsumi	SHIGA	受講者：	

様々なバックグラウンドを持つ学生とグループでプロジェクトに取り組むことができて、		

日本人のみで構成されるグループプロジェクトと比べるとすごく思い通りに行くことが

少なく、戸惑うことも増えると思う。しかしその分やりきった時の達成感や、他の学生

の違った方面からの意見に刺激を受け、最終的に得る手応えは想像以上に大きい。	

なかなかできない貴重な経験になると思うので挑戦してみる価値は絶対にある。	

	

	

日本語の講義の倍のペースで進むため大変だが、専門用語など

英語で学ぶことができたので良かった。	

	



	

	

	

Fundamentals	of	Earth	Sciences	I,	Marc	Humblet	受講者：	

・主に太陽系内の惑星についての講義です。   
・先生の英語はとても聞き取りやすいです。ただし、地質や化学に関する専門的な英単語が多く出て
くるので、持っていたら電子辞書を使うとよいと思います。   
・地球科学に関するニュースの発表、プレゼンテーションなど、英語を使って発表する機会が多くあ
ります。また、英語でニュース要約やレポートを書く課題があります。ある程度英語に苦のない学生
向けです。   
・とても気さくな先生で、質問もしやすい雰囲気です。   
・定期試験は中間と期末の 2回です。 
	

	

＜受講後２ヶ月の時の声＞	

	

Biochemistry	1,	Young-Jai	You と Organic	chemistry	1	Ji-Young	Shin	受講者：	

自分が受けている２つの授業は Biochemistry	1 と Organic	chemistry	1 なのですが昨年度、専門必

修科目として日本語で生化学 1~2、有機化学 1~3 を受けているため自分

にとっては英語の勉強だけのつもりで申し込みました。	 	 	 	 	 	 	 	

実際、すでに習っていることがほとんどで化学としての知識は自分にと

って新しいものは少ないのですがまず、自分と留学生の英語力の差に衝

撃を受けました。	

彼らのうちのほとんどが英語を母語としない生徒なので、自分もこのま

まではいけないと強く思うようになりました。授業を聞いて理解するこ

とは決して難しくないのですが、発言するのは自分の英語力ではとても

難しいと感じています。	

また、留学生の積極的な姿勢にも驚き、毎週自分もこうなりたいと思わされます。	

日本の授業と違い、少人数で発言が求められるスタイルは常に考えなければならず、頭が疲れますが、

とても成長できると感じています。	

自分は今、海外の大学院に進学したいと考えているのですが、この EMI プロジェクトのおかげで			

海外の授業スタイルをなんとなくイメージしやすくなり、より真剣に考えるようになりました。	

	

Introductory	Microeconomics	I,		Maria	Martin-Rodriguez：	

この授業は先生が話す英語が早く、聞き取りにくいところがありますが、チューターと会うときに、     

授業の復習を一緒にすると理解が深まりました。  チューターなしでは授業

についていけなかったと思うのですごく感謝しています。 

授業の復習以外にも、日本語の会話も行い、お互いのためにもなっている    

のではと感じます。 

友達にもなれて、すごく楽しいです。先日はごはんにも行きました。 

 


